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「夏のある日」 

　夏の澄んだ晴れの日、国営備北丘陵公園にひまわりを撮りに行った。とても青空がきれいで、明るい気分でひま
わり畑へ向かうと夏のさわやかな光景が広がっていた。僕はその様子を撮ろうとしたとき、親子の歩く姿が見え「こ
れはいいな。」と思い撮影した。
　あまり外出ができない昨今、親子が楽しそうに歩く姿を撮れたのが嬉しかった。
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 法人会に入会するとこんなメリットがあります

・�正しい税知識や経営のノウハウを身につける為、色々な機会（研修会など）を設けています。
・�最新の税制や経営情報をホームページ、出版物などで提供しています。
・�税制のあり方や行政改革について、積極的な提言を行っています。
・�地域社会への多様な貢献活動を会員企業と一体になって展開しています。
・�企業防衛から経営者個人の備えまで充実した福利厚生制度を活用いただいています。
・�若手経営者等を対象とした青年部、女性経営者などによる女性部も活発な活動を行っています。

 未加入法人紹介のお願い

　新規会員加入増募集運動を実施しております。会員の皆様のお近くに未加入の事業所がありま
したら、役員または事務局までご紹介下さい。

（公社）庄原法人会　組織委員会事務局
TEL/FAX　0824－72－1889

よき経営者をめざすものの団体

表彰基準により、表彰状及び副賞を贈呈します。

それが です

９月から12月は会員増強月間です
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　６月３日に、第９回通常総会が㈱庄原グランド

ホテルにおいて開催されました。新型コロナウイ

ルス感染症拡大により必要最小限の席が間隔を空

けて並ぶ全く異なる会場設営に、来賓出席もなく、

時間短縮をして行うというこれまでに経験したこ

とのない形式で行われました。

　三宅会長の挨拶のあと、議事の令和２年度決算

報告が承認され、理事会承認事項である令和２年

度事業報告、令和３年度事業計画および収支予算

が報告された。引き続き表彰式では、三宅会長か

ら山根研修委員長に対して、税法税務の研修率が

高い単位会に対する表彰で、公益財団法人全国法

人会総連合　税法税務研修参加率優秀賞　全国

440単位会中第11位の表彰を伝達された。

　続いて、公益財団法人全国法人会総連合会長功

労者表彰が伝達された。また、公益社団法人庄原

法人会退任役員に感謝状が授与された。

　限られた時間ながら、貴重な意見交換の場とな

った総会は終了。「‘蜜’にならないように」との

呼びかけのもと、順次解散となりました。

第９回（令和３年度）通常総会開催
令和２年度決算報告などを承認

ソーシャルディスタンスでの総会 挨拶する三宅会長
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令和２年度正味財産増減計算書（総括表）
　　　　　　　　　　　　�令和２年４月１日から令和３年３月31日まで　　　　　　　（単位：円）

令和３年度収支予算書
　　　　　　　　　　　　�令和３年４月１日から令和４年３月31日まで　　　　　　　（単位：円）

科　　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減 備　　　考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　 （1）経常収益
　　　基本財産運用益 500 501 －1
　　　特定資産運用益 42 12 30
　　　受取会費 2,089,670 2,159,000 －69,330
　　　事業収益 100,000 100,000 0
　　　受取補助金等 5,517,800 5,644,700 －126,900
　　　受取負担金 186,000 186,000 0
　　　雑収益 63 81,079 －81,016
　　　経常収益計 7,894,075 8,171,292 －277,217
　 （2）経常費用
　　　事業費 6,516,020 7,225,887 －709,867
　　　管理費 853,017 912,411 －59,394
　　　経常費用計 7,369,037 8,138,298 －769,261
　　　当期経常増減額 525,038 32,994 492,044
　２．経常外増減の部
　 （1）経常外収益
　　　経常外収益計 0 0 0
　 （2）経常外費用
　　　経常外費用計 0 0 0
　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　税引前当期一般正味財産増減額 525,038 32,994 492,044
　　　当期一般正味財産増減額 525,038 32,994 492,044
　　　一般正味財産期首残高 10,580,749 10,547,755 32,994
　　　一般正味財産期末残高 11,105,787 10,580,749 525,038
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　受取補助金等 4,711,100 4,652,500 58,600
　　　一般正味財産への振替額 －4,711,100 －4,652,500 －58,600
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 11,105,787 10,580,749 525,038

科　　　　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　 （1）経常収益
　　　基本財産運用益 500 500 0
　　　特定資産運用益 42 12 30
　　　受取会費 2,077,000 2,160,000 －83,000
　　　事業収益 100,000 100,000 0
　　　受取補助金等 5,099,800 5,115,800 －16,000
　　　受取負担金 123,000 160,000 －37,000
　　　雑収益 62 80,020 －79,958
　　　経常収益計 7,400,404 7,616,332 －215,928
　 （2）経常費用
　　　事業費 6,260,389 6,507,836 －247,447
　　　管理費 1,140,015 1,108,496 31,519
　　　経常費用計 7,400,404 7,616,332 －215,928
　　　当期経常増減額 0 0 0
　２．経常外増減の部
　 （1）経常外収益
　　　経常外収益計 0 0 0
　 （2）経常外費用 0
　　　経常外費用計 0 0 0
　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　税引前当期一般正味財産増減額 0 0 0
　　　法人税、住民税及び事業税 0 0 0
　　　当期一般正味財産増減額 0 0 0
　　　一般正味財産期首残高 10,475,000 10,475,000 0
　　　一般正味財産期末残高 10,475,000 10,475,000 0
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　受取補助金等 4,699,800 4,711,100 －11,300
　　　一般正味財産への振替額 －4,699,800 －4,711,100 11,300
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 10,475,000 10,475,000 0
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Ⅰ　基本方針
　公益法人に移行したことを契機に、事業の
一層の活性化を図るとともに効率的な組織運
営に努め、法人会活動の更なる充実に努める。
　事業の実施にあたっては、法人会の原点で
ある「税」に関する活動に軸足を置きながら、
組織・財政基盤の強化を図るために会員増強
に力を入れるとともに、地域の活性化にも配
慮しつつ、各諸施策に取り組む。

Ⅱ　主な事業計画
　公益関係
　１．税知識普及事業
　税法、税務を中心とした研修会の開催強化
に努め、広報紙やホームページに「e-Tax」
や税法の改正等の税情報を掲載するととも
に、管内の小学６年生を対象とした「租税教
室」を開催することで、税知識の一層の普及・
啓発を図る。
　また、税を考える週間行事への参加、地域
のイベント等で税の啓発用品を配布するな
ど、税の啓発に資する広報活動を積極的に展
開する。

　２．納税意識高揚事業
　次代を担う児童に、税を正しく理解しても
らうことを目的に、管内の小学６年生を対象
に、「税に関する絵はがきコンクール」を開
催し、表彰・展示を行う。
　また、管内の小・中学校を対象に、「税に
関する作文・習字」を募集し、表彰する。

　３．税制提言事業
　地域経済の担い手である中小企業の活性化
に資する税制をはじめ、税のオピニオンリー
ダーとしてわが国の将来を展望した建設的な
提言に努める。

　４．地域企業発展事業
　地域企業と社会の健全な発展に貢献するこ
とを目的に、税制・政治・経済・経営・文化
等に関する講演会や各種セミナー、研修会を
開催する。

　５．地域社会貢献事業
　地域社会の改善・支援に資することを目的
として、障害者等を支援する団体に対して団
体が必要としている物品を寄贈する。

　共益関係
　１．会員交流事業
⑴　会員の交流の輪を広げるとともに、会員
間の情報交換や交流会等の親睦事業を行う
などして異業種交流を図る。また、会員に
限定した研修会・セミナー等の開催、優良
図書の斡旋等を行う。
⑵　支部による地域に密着した活動を充実さ
せるとともに、青年・女性部会活動の充実
強化を図る。

　２．福利厚生事業
　会員企業の保険に対する意識の変化をはじ
めとして、法人会の福利厚生制度を取り巻く
環境は、一段と厳しさを増している。このよ
うな状況のもと、取扱三社との連携を一層強
化しつつ、福利厚生制度の円滑な運営と財政
基盤の安定化のため、経営者大型総合保障制
度、ビジネスガード、がん・医療保険制度の
推進を中心とした活動を展開する。

　３．会員増強事業
　組織基盤の充実強化策として、９月から12
月を「会員増強月間」とし、積極的な会員増
強を図る。
⑴　関係官庁、税理士会、金融機関、提携保
険各社及び友誼団体との連携による推進。
⑵　支部毎の役員による率先した参画や指導
のもと、新規加入の推進を行うとともに、
退会防止策を講じる等、より効果的な対応
策を展開する。

令和３年度事業計画書
自　令和３年４月１日
至　令和４年３月31日
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受賞おめでとうございます
☆公益財団法人全国法人会総連合
　税法税務研修参加率　優秀賞

☆公益財団法人全国法人会総連合会長　功労者表彰（伝達）

☆公益社団法人庄原法人会　退任役員感謝状授与

　令和元年度において税法税務の研修参加率が
高い単位会に対する表彰

全国法人会  440単位会中　第11位

常任理事　後藤　茂行 氏
　　　　　　［㈱後藤商店］

理　　事　和田　隆裕 氏
　　　　　　［庄原農業協同組合］

専務理事　定丸　義輝 氏
　　　　　　［（公社）庄原法人会］

副 会 長　竹内　光義 氏
　　　　　　［㈲竹内造花装飾店］

副 会 長　矢吹　昭善 氏
　　　　　　［新興運輸㈱］

監　　事　佐竹　秀治 氏
　　　　　　［㈲香川商会］

常任理事　笹尾　　進 氏
　　　　　　［宮田建設㈱］

常任理事　光永　義則 氏
　　　　　　［広島みどり信用金庫］

　矢吹氏　　竹内氏　　三宅会長　　佐竹氏　　光永氏

後藤氏　　  三宅会長  　　和田氏　　　定丸氏　

山
根
研
修
委
員
長（
右
）

三
宅
会
長（
左
）　
　
　

（6）第59号　令和３年秋季号



ごあいさつごあいさつ

公益社団法人

庄原法人会

　会長　三 宅 康 文

　本年は、例年に比べ一か月も早く梅雨入り
し、長い期間天候不順が続きました。梅雨明
け後は、猛暑になりましたが、またお盆前か
ら日本列島に前線が居座り続け広島県や九州
などで記録的な豪雨となり、江の川の氾濫や
土砂崩れの被害が発生しました。
　９月に入りやっと天気が安定し、朝晩は少
し涼しくなり、秋の気配を感じられるように
なってきましたが、ここ数年地球温暖化の影
響と思われる「数十年に一度」の大雨洪水警
報が毎年発表されており、これまでの経験や
常識が通用しない時代になってきたように思
います。
　会員の皆様には、平素より当法人会に対し
まして格別のご理解・ご協力を賜り厚く御礼
申し上げます。
　さて、令和２年度もコロナ対策に始まり、
コロナ対策に終わった一年でしたが、事業活
動においては、公益法人制度改革を法人会本
来の理念と活動に立ち返る機会と捉え、特に
税知識普及事業の一環として管内の小学６年
生を対象とした「租税教室」の実施や、小学
生を対象とした「税に関する絵はがきコンク
ール」の募集・表彰を青年部・女性部を中心
に積極的に取り組むなど、地域の実情に合っ
た活動を地道に展開し、法人会の社会的役割
を堅実に果たすことができたと思います。
　現在、広島県に「第５波」の新型コロナウ

イルス感染症の拡大による３度目の緊急事態
宣言が発令され、雇用や企業の生産活動、更
には個人の社会生活に大きな影響が出ている
厳しい状況です。
　当法人会も、コロナウイルス感染症の発生
後、理事会・常任理事会・総会等の行事もほ
とんどが書面決議や最少人数で開催せざるを
得ず、事業実施もままならない状態ですが、
本年度も法人会の原点である「税」に関する
活動に軸足を置きながら地域の活性化にも配
慮しつつ各種事業に取り組みます。
　なお、本年度は任期満了に伴う役員改選の
年であり、通常総会において数名の理事役員
の方が退任され、新たに新役員が選任されま
した。
　退任されました役員の方々の、庄原法人会
に対する長年のご尽力・ご貢献に対し感謝申
し上げるとともに、新役員の皆様のより一層
のご活躍をお願いします。
　終わりになりましたが、会員の皆様のご健
勝とご多幸を祈念しご挨拶に代えさせて頂き
ます。
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着任のご挨拶着任のご挨拶

庄原税務署

　署長　佐 藤 　 誠

　令和３年７月の定期人事異動で、庄原税務
署長を拝命しました佐藤でございます。
　当署管内の東城町出身です。
　前任の古谷署長同様よろしくお願い申し上
げます。
　はじめに、新型コロナウィルス感染症によ
り影響を受けられた会員の方々、また、先の
豪雨により被害を受けられた会員の方々に対
しまして心からお見舞い申し上げます。
　国税当局といたしましては、こうした厳し
い立場に置かれている納税者の皆様に対し
て、納税の猶予制度の適用、個別相談の実施
などにより、それぞれの納税者の心情に沿っ
た丁寧で親切な対応に努めて参りたいと考え
ております。
　さて、改めまして、公益社団法人庄原法人
会の皆様方には、平素から税務行政に対しま
して、格別のご理解とご協力を賜っており心
からお礼を申し上げます。
　貴法人会におかれましては、平成25年の公
益社団化以前から長年にわたり「よき経営者
をめざす者の団体」として、税知識の普及と
納税意識の高揚を図るための広報活動や啓発
活動に取り組まれるなど、納税道義の高揚と
企業及び社会の健全な発展に貢献しておられ
ます。
　とりわけ、次世代を担う子供たちに対する
租税教育活動は大変重要であると考えている
ところですが、税知識の普及に大きく寄与す
る「租税教室」への講師派遣や「絵はがきコ
ンクール」などにも積極的に取り組んでおら
れます。
　これもひとえに三宅会長をはじめ、歴代の
役員の方々による長年のご尽力と、会員の皆
様方のご協力の賜物であり、心から敬意を表

する次第でございます。
　ご承知のとおり、国税庁の使命は「納税者
の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に
実現する。」ことです。
　その使命の下、令和３年６月には国税庁が
「税務行政のデジタル・トランスフォーメー
ション－税務行政の将来像2.0－」を発表し
ました。
　いわば「デジタルを活用した国税に関する
手続きや業務の在り方の抜本的な見直し」に
取り組む方針を示したものです。
　従来同様に「納税者の利便性の向上」と「課
税・徴収の効率化・高度化」を２本柱としつつ、
「あらゆる税務手続きが税務署に行かずにで
きる社会」に向けた構想を示したものです。
　当面は、コロナ禍ということもあり従来に
も増してスマホや自宅のパソコンを利用した
ｅ－Ｔａｘによる電子申告、ダイレクト納付
等のキャッシュレス納付、国税庁ホームペー
ジのチャットボットや電話による税務相談な
ど、非対面による各種申告、納税、相談等を
積極的に推進しておりますので、会員の皆様
方におかれましても、更なるご利用をお願い
いたします。
　他方、本年10月から消費税のインボイス
制度に係る適格請求書発行事業者（登録事業
者）の登録申請書の受付が始まっており、さ
らなる周知も必要と考えています。
　貴法人会の皆様方におかれましては、今後
も税務行政の良き理解者として、お力添えを
賜りますようお願い申し上げます。
　終わりに当たり、貴法人会の益々のご発展
と、会員の皆様方のご健勝とご繁栄を祈念い
たしましてご挨拶とさせていただきます。
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庄原税務署　人事異動

税務署主催の年末調整説明会の取りやめについて

税務研修会の
開催について

　新型コロナウイルス感染症の発現に伴い、社会全体がこれまでとは異なる「新たな日常」に向けて
変化している中、行政についてもデジタル化を確実に進めていくことが重要となっており、国税庁に
おきましても、各種事務のデジタル化を進め、更なる納税者利便の向上に取り組むこととしています。
　こういった状況を踏まえ、今般、年末調整に係る情報提供体制についても見直しを図り、これまで
の大規模集合方式による情報提供体制から、デジタル技術を駆使した情報提供体制とすることとしま
した。
　そのため、これまで税務署主催で実施していた年末調整説明会については、令和3年以降は実施し
ないこととしました。

新　任� 　
�（職　名）� � （氏　名）� （前任地）

署　　　　長� 佐藤　　誠　広島南署　副署長

総��務��課��長� 小迫　孝雄　広島東署　筆頭酒類官

総��務��係��長� 小松　健悟　浜田署　法人調官

総　　　　務� 山口　拓海　西条署　個人

上席徴収官（管）� 古林　健二　倉敷署　管運上席

調 査 官（法）� 白石　純平　庄原署　総務

調 査 官（個）� 萩原滉一郎　米子署　個人調官

転　任 　
	 （職　名）	 	（氏　名）	 （異動先）

署　　　　長� 古谷　浩治　防府署　署長

総��務��課��長� 御堂　路彦　倉敷署　総務課長

総��務��係��長� 原井　智法　呉署　法人調官

総　　　　務� 白石　純平　庄原署　調査調官

上席徴収官（管）� 村田　重樹　西条署　管運徴官（再任用）

上席調査官（法）� 三上　勝正　徳山署　法人上席

調 査 官（個）� 伊藤　翔一　津山署　個人調官

庄原税務署からのお知らせ

国税庁からのお知らせ

庄原法人会からのお知らせ

新型コロナ
ウイルス対策

※�新型コロナウイルス感染症予防対策を実施したうえ
で開催いたします。
※ご来場される方はマスク着用をお願いいたします。

庄原市役所東城支所　3Ｆ会議室
令和３年11月16日（火）

庄原市ふれあいセンター　コパリホール
令和３年11月17日（水）

１部＝14：00～15：10
２部＝15：20～16：00　（予定）
受講申し込み＝11月12日（金）　迄

１部＝14：00～15：10
２部＝15：20～16：00　（予定）
受講申し込み＝11月12日（金）　迄

研修会内容
１部 ２部

「年末調整改正点」について
講　師　庄原税務署　担当官　（両会場）

｢令和３年度税制改正のあらまし｣
講　師　税理士　村武　広三　氏　（庄原会場）
講　師　税理士　岡村　元治　氏　（東城会場）
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法 人 会 と は …
○70年を超える歴史を有し、約75万社が加入する団体です！
○社会に貢献する法人会！
○経営に差がつく！税の知識が身につく！人脈がひろがる！

ご紹介・・・   （法人会福利厚生制度）
企業が安定して繁栄するために、
さまざまなリスクをカバーする法人会独自の制度を用意しています。

企業向け 個人向け

企業・経営者を守る制度 経営者・従業員を守る制度

企業・財産を守る制度

・ ・ 経営者大型総合保障制度 ・ ・ がん保険制度
・ ・ 医療保険制度

・ ・ ビジネスガード

生命保険と損害保険のセットによ
り、万が一の場合はもちろん、病気
や事故で働けなくなった場合のリス
クを幅広く保障する法人会独自の制
度です。

経営者・従業員の皆さまの病気や、
けがによる経済的負担に備える制度
です。他に就労困難状態の所得を保
障するタイプもあります。

企業の様々なリスクに備えた制度と
して、法人会の自動車保険、企業地
震保険、任意労災保険、情報漏えい
ガード等を用意しております。

＊会員は団体加入割引により、保険料の軽減制度があります。
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税務署担当官・税理士による税務研修会

　企業活動にとって税は切り離せません。そのため、法人会では、

税務署の講師や税理士による税務研修会、決算法人説明会、年末調

整説明会など様々な研修会を開催しています。

　また、法人会では企業の税務コンプライアンス向上のための取組

として、企業における内部統制や経理面に関する「自主点検チェック

シート（国税庁後援）」の活用を推奨しています。

ご入会のおすすめ

　皆様のご理解・ご協力により現在では約75万社の会員
企業を擁する全国でも有数の団体となっております。

　法人会では、自らの向上と社会への貢献に参加できる
喜びを共に分かち合える仲間を募集しています。

公益社団法人　庄原法人会

会　長　　三　宅　康　文
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青年部会コーナー

令和３年前期（1～8月）の主な事業活動状況

○公益・税知識普及事業「租税教室」

三宅総務・親睦副委員長

武田部会長

近藤研修・事業副委員長

藤谷研修・事業委員長

奥田部会員

竹田副部会長
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租税教室の開催

令和３年６月７日　小奴可小学校　参加者16名　講師　三宅、武田

令和３年６月22日　比和小学校　参加者５名　講師　藤谷、村上

令和３年６月25日　東城小学校　参加者37名　講師　武田、小林

令和３年７月２日　西城小学校　参加者17名　講師　三宅

令和３年７月６日　高野小学校　参加者12名　講師　今岡

令和３年７月14日　板橋小学校　参加者26名　講師　奥田、竹田

令和３年７月20日　峰田小学校　参加者７名　講師　近藤、奥田

令和３年７月26日　山内小学校　参加者16名　講師　近藤、足利

女性部会コーナー

令和３年前期（1～8月）の主な事業活動状況

○第13回「税に関する絵はがきコンクール」作品募集
 庄原税務署管内小学校　15校　
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